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策を楽しむことができ
る釧路湿原国立公園の
利用拠点である。
　１周するとヨシ・ス
ゲ湿原やハンノキ林、
ミズゴケ湿原など、釧
路湿原を代表する風景
（写真３、写真４、写
真５）を目にすること
ができるほか、氷河期
の遺存種と言われるミ
ツガシワやハナタネツケバナなどの希少な湿生植物や、ノビタキやオオジュリン、コヨシキリなど湿
原で繁殖する野鳥、エゾカオジロトンボを代表とする希少な昆虫、運が良ければエゾシカやエゾタヌ
キなどのほ乳類が見られるなど、様々な生物を間近で観察することができる（写真６、写真７、写真
８、写真９）。

　何よりも釧路湿原に吹く風を肌で感じ、景色を眺め、湿原の匂いや音を楽しむなど、誰でも気軽に
五感で湿原を感じることのできるすばらしい環境である。

写真３　ヨシ・スゲ湿原

写真６　ミツガシワ

写真９　エゾシカ

写真４　ハンノキ林

写真７　カキツバタと木道

写真５　ミズゴケ湿原

写真８　オオジュリン

表２　温根内ビジターセンター来館者数推移
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３　温根内木道を利用した環境教育活動の実施状況と事例紹介
　温根内木道を利用した環境教育プログラムは主に地元の小学生に対して実施している。学年はさま
ざまであるが、３～４年生が中心で（表３）、学校からの依頼があった場合に実施している。実施時
期は一般利用の繁忙期と重なる夏期が中心で、希望があれば積雪期のプログラムも実施している（表４）。

学年や対応人数
（表５）、対応
時間（表６）、
季節により内容
を変え、咲いて
いる花や見られ
る野鳥など、実
施時期に最も湿
原を楽しめる内
容で実施してい
る。このほか、
外来生物をテー
マに行う内容や、短時間の場合のビジターセンタ
ー内での館内解説や釧路湿原の解説・質問受付、
希少種をテーマにしたワークショップ等様々な内
容で実施している（表７）。
　実施の際には担当教諭との打ち合わせは重要
で、先生には主体的に活動に関わって欲しいとい
う意向もあるので、必ず１
度は下見に来てもらい、細
かい内容を決めているほ
か、マダニやスズメバチ等
慎重に対応しなければなら
ない危険な生物も存在する
ので、安全管理と緊急時の
対応策は事前に十分に打ち
合わせを行い、より安全に
楽しく釧路湿原を学び、有
意義な活動となるよう努め
ている（写真10）。 写真10　活動風景

表３　学年別対応状況 表４　対応月別状況

表６　対応時間別

表７　内容別実施状況

10人未満 10.0%

10人以上20人未満 35.4%

20人以上30人未満 13.8%

30人以上40人未満 16.9%

40人以上50人未満 5.4%

50人以上60人未満 0.0%

60人以上70人未満 0.8%

70人以上80人未満 2.3%

80人以上90人未満 5.4%

90人以上100人未満 0.8%

100人以上 9.2%

表５　対応人数状況
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①ワークシートを利用した湿原学習
　インタープリテーションは五感をフル活用させることがより
効果的であるため、本来は両手が空いている状態でプログラム
を実施することが望ましい。案内役は自然を見る為の最低限の
ヒントと手法を子どもたちへ与え、あとは安全面に配慮しなが
ら全体を導く。そうすることで子どもたちはあっという間に自
分たちの楽しみ方を見つけ、それぞれ独自の目線で湿原を楽し
み始める。ある子どもは大人からは見えない目線で昆虫を見つ
け、またある子どもは木道に落ちている動物の糞に興奮し、ま
たある子どもはしきりにさえずる野鳥を見つける。本来はこれ
が理想である。
　しかし温根内木道で実施しているプログラムは、学校の授業
として実施しているので、ある程度のテーマと課題を与える必
要がある。そこで、独自のワークシート（資料１）を作成し、
子どもたちは探検バッグにこれを挟み、プログラムを進める。
探検バッグとは子どもたち全員が持っているA4用紙を挟むこ
とができる画板のようなもので、付属のひもで首から掛けるこ
とができるため、ワークシートを渡してもメモを取りながら両
手を使うことができる（写真11）。ワークシートを活用すると、
テーマに沿った課題をクリアしながらプログラムが
進み、統一感と達成感が生まれ、さらに全員で体験
を共有できる。
　ワークシートには９種類の動植物や自然現象等の
写真を載せ、歩きながらそれらを探していくという
内容で、見つけたら子どもたち皆で共有し解説を行
う。季節によって内容を変え、その時に特徴的なも
のを探し、その時の旬の自然とテーマを全員で共有
しながら学ぶことを目的として作成している。１年
に複数回訪れる学校は季節ごとに移り替わる多様な
湿原を意識させ、例えば植物の芽吹きから開花、結
実までの一連のサイクルを実感する内容にすること
もできる。また、希少種や外来種などをワークシー
トに加えることで釧路湿原の生物多様性や環境問題
にまで意識を向けることができるほか、「茎や葉を
触ってみよう」「匂いを嗅いでみよう」「風の音を聞
いてみよう」などの課題を与え、より五感に訴える
プログラムにすることも可能だ（資料２）。
　対象人数が50名を超える場合や、引率できるスタ
ッフの数が限られている場合は、子供たちを数人の
グループ分けて行動させ、木道沿いの特徴的ないく
つかの定点で、グループごとに定点解説を行うこと
もできる。その際はパークボランティアなどの協力が不可欠である。
　活動当日にビジターセンター職員が対応できない場合には、担当教諭がワークシートを使ってプロ
グラムを進めることが可能であることも、ワークシートを使ったプログラムの利点である。

なまえ ： ミツガシワ
しつげんの中にさいてるよ。

なまえ ： エゾハルゼミ
ジ～シャワワワ・ ・ ・

なまえ ： カッコウ
卵はどこに産む？

なまえ ： ヒメカイウ
ハンノキ林の中にあるよ

なまえ ： ワタスゲ
じつは…花ではありません。

なまえ ： カラフトイソツツジ
ミズゴケ湿原にあるよ。

なまえ ： ウグイス
ﾎｰﾎｹｷｮ！姿は見えるかな？

なまえ ： マムシグサ
かわった形の花

なまえ ： ハナタネツケバナ
ぜつめつきぐしゅ！

2018/6/7

初夏の釧路湿原はとてもにぎやかです♪

釧
く し ろ し つ げ ん

路湿原の花と音さがし
いくつ見つけられるかな？見つけたらチェック！

製作 ：温根内ビジターセンター

メモ
20mごとに番号が振られています

鳴声が聞こえたら OK！

鳴声が聞こえたら OK！

なまえ ： マムシグサ （実）
ビジターセンタうらの森…

なまえ ： ガマ （実）
フランクフルトそっくり！

なまえ ： エゾトリカブト
きれいな青い花…

なまえ ： ミズナラ （実）
ギザギザの葉っぱの木…

なまえ ： ゴキヅル （実）
４５番から先にあるよ。

なまえ ： ハンノキ （実）
木のえだについてるよ。

なまえ：ヒメカイウ （実）
木道の下をのぞいてみると…

なまえ ： ウメバチソウ
きれいな白い花…

秋の温根内木道を散策してみよう！
釧路湿原はすっかり秋の気配♪みんなで秋を見つけよう！

なまえ　　　　　　　　　　　　　　　　

温根内ビジターセンター

どんな音が聞こえたかな？

どんなにおいがしたかな？

♪さがしてみよう！見つけたらチェック ☑

♪目を閉じて
湿原の音とにおいを
感じてみよう！

♪秋のお気に入りを見つけよう！
トンボ？草木の実？色の変わった葉っぱ？風のにおい？

自分だけのお気に入りを見つけよう！
毒！

毒！

毒！

どんぐり♪

写真11　探検バッグを使った活動風景

資料１　ワークシート

資料２　音や匂いを意識させるプログラム
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②特定外来生物を扱ったプログラム
　釧路湿原には外来生物法（特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律：2005年施
行）の特定外来生物に指定されているウチダザリガニが生息している。ウチダザリガニは1930年代に
食用として北米から北海道東部摩周湖に持ち込まれ、その後北海道各地へと広まり、釧路湿原でも猛
威を振るっている。幸いにも温根内木道周辺にはウチ
ダザリガニが侵入していないが、隣接する新釧路川右
岸堤防を境にウチダザリガニの生息域となるため、堤
防を越えて温根内側へ侵入しないよう細心の注意を払
わなければならない。そこで堤防沿いに流れる温根内
川の支流でウチダザリガニ釣りをし、楽しみながら外
来生物について学び、最後は残酷だが背ワタを抜いて
殺処分する（場合によっては塩ゆでにして食す）。
　活動前には外来生物が本来の生態系にとってどれく
らいの脅威になるのか、外来生物を扱う場合はどのよ
うなことに注意しなければならないのか、私たちには
どのようなことができるのか、この活動の意義などに
ついて十分理解してもらってから実施することが最も
重要である。そうでなければただ楽しいだけで活動が
終わってしまうだろう。
　さらに活動後には、悪いのは外来生物のウチダザリ
ガニではなく、持ち込んだ人間であることを強調し、
子どもたちひとりひとりが外来生物をこれ以上広げな
いために何ができるのかということを意識付けする必
要がある（写真12、写真13）。

③歩くスキーを使った湿原学習
　雪で覆われた湿原とその周辺には、普段はなかなか
姿を見ることができない動物たちの痕跡が残される。
足跡や糞、食痕などである。それらを観察するため、
深雪でも移動が可能な歩くスキーを使い、夏には行く
ことができない場所で湿原やその周辺に棲む生き物を
観察するプログラムを実施している。
　また、スキーで歩いていくと、マイナス20℃でも凍
らない湧水が多数あり、すべてが凍りついた厳冬期で
も湧水周辺は凍らずに水が流れている様子を観察する
ことができる。湧水を観察することで、湿原環境にと
っての湧水の重要性、湿原周辺の丘陵地との関係、丘
陵地の森の重要性などを知ることができる。
　さらに、湧水に集まるタンチョウなど、様々ないき
ものの足跡から想像する湧水の大切さと、タンチョウ
再発見の物語など、夏にはできないアプローチで釧路
湿原を学び、楽しむことができる（写真14、写真15）。

写真12　事前レクチャーの写真

写真14　生き物の痕跡を探すプログラム

写真13　ザリガニ釣りの写真

写真15　歩くスキーと湧水での解説
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４　課題
　現在ビジターセンターに常駐する職員は２名しかいないため、野外に出てプログラムを実施できる
職員は実質１名しかいない。より多くの学校の対応をしたいところだが勤怠等の問題で平日は２日間
しか対応できないのが現状である。
　また、幅180㎝しかない温根内木道での解説や、他の一般利用者の事を考えると対象は15名程度が
理想であるため、一人で20名を超える人数を案内する場合は列が長くなり、解説者の声が届かない。
それよりも多人数になる際は安全管理も疎かになってしまう場合もある。
　このほか、担当教諭側の活動のねらいとビジターセンターで提供できる内容の摺合せや、活動終了
後子どもたちが学校へ帰ってからの振り返り（釧路湿原のことを大切に思う気持ちを育ててもらうよ
うな内容のまとめ）のフォローが十分とは言えない場合が多い。

５　今後の展望
　今まで述べてきたように温根内ビジターセンターは環境教育を通して湿地資源の賢明な利用を促進
するには非常に恵まれた活動拠点であり、既設の木道を利用する為、必要以上に環境に負荷を与える
ことなく多くの対象者にプログラムを実施することが可能であることを考えると、理想的な環境である。
　また、子どもの頃から地元の国立公園で学び、自分たちの住んでいる場所の大切さについて考えさ
せられることは大変有意義であり重要なことである。
　活動を続けていく上で様々な課題はあるが、幸いなことに、環境省釧路湿原自然保護官事務所職員
やパークボランティアの協力により、今まで対応できなかった人数や曜日に対応できるようになって
きたほか、熱意のある教員も多い。何よりも活動後の子どもたちの生き生きとした表情を見ていると
プログラムを提供する我々のモチベーショも上がる
　今後も引き続き温根内ビジターセンター・温根内木道を拠点とした環境教育プログラムをより多く
実践し、釧路湿原国立公園の賢明な利用を促進していきたい。

６　謝辞
　本活動を実施するにあたり、環境省釧路湿原自然保護官事務所、釧路湿原国立公園ボランティアレ
ンジャーの会、各学校の担当教諭には多大なご協力をいただいた。この場を借りて御礼を申し上げる。
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湿地資源の賢明な利用をテーマとした３年間の調査研究活動について

釧路国際ウェットランドセンター事務局

１．はじめに
　技術委員会は３年ごとに委員構成を見直し、新たなテーマを設定した後、各技術委員が各自の分野
で調査・研究を行う。年に一度、テーマに沿った事例を直接体験・視察し、調査研究活動に活かすた
め現地検討会を開催している。平成28年度から30年度は、調査研究テーマ「湿地資源の賢明な利用」
について、下記のとおり２回の現地検討会を開催した。

２．現地検討会について
（１）平成28年度現地検討会（浜中町霧多布）

　浜中町霧多布琵琶瀬の対岸約１キロメートルに位置する無人島、嶮暮帰島で現地検討会を開催した。
まず、河内委員が所属するNPO法人霧多布湿原ナショナルトラストにおいて、副理事長の瓜田氏から、
法人の活動、ならびに観光開発の影響を免れ保全されてきた嶮暮帰島の歴史と産業について説明を受
けた。
　霧多布湿原ナショナルトラストの活動は、①霧多布湿原を保全する活動、②地域の自然や壊れた湿
原を再生するための業、③霧多布湿原のファンの増大、という三つの柱から成りたっている。民有地

	 視察場所（嶮暮帰島）� OpenStreetMapを掲載
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を買い上げて保全するナショナルトラスト活動を行
っており、トラスト活動という形で地域の環境保全
から始まった取り組みが、エコツアーや地域貢献活
動との連携などへと大きく展開している。また、地
域住民が主体となって行う運動が支援者の増加と保
全につながっている。
　嶮暮帰島の利用記録は江戸時代まで遡ることがで
き、最盛期には７～８戸、20人程度が昆布漁を行い
ながら春から秋まで生活していたという記録がある。
1971年から１年間、作家の畑正憲氏（ムツゴロウさん）
が住み、そのときの生活や様子を「無人島記」とし
て出版したことから観光客が多く訪れるようになった。その後、島の観光開発の話が持ち上がった際
に、浜中町が島を買い上げて平成16年に利用要綱を定め、現在、コシジロウミツバメやトウキョウト
ガリネズミといった貴重な野生生物の保全と利用を目指した無人島エコツアーを提供している。
　瓜田氏の案内で、琵琶瀬漁港より漁船で嶮暮帰島へ上陸し、馬の放牧のための牧柵や廃屋、轍など
の人間生活の痕跡が見られる島を視察した。視察終了後、霧多布湿原センターにおいて、法人理事長
の三膳氏を交え当技術委員との意見交換を行った。各委員からは、「島と人の歴史や、団体が目指す
保全活動の将来構想や理念を伝えることで、より魅力的なエコツアーになるのではないか」といった
提言や、「子供や親子を対象とした次世代育成型のエコツアー」「地元の産業の紹介を盛り込んだツア
ー」の提案といった活発な意見交換がなされた。

嶮暮帰島の台地

嶮暮帰島から臨む琵琶瀬地区

廃屋

討議・意見交換

嶮暮帰島
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（２）平成29年度現地検討会（別海町野付）
　野付半島における資源と利用の状況について検討するため、野付半島ネイチャーセンター、野付湾、
トドワラを訪れた。野付半島は根室半島と知床半島の中間に位置する、全長26キロメートルの日本最
大の砂嘴である。野付半島ネイチャーセンター専門員の石下氏に現地案内・解説をしていただいた。

　まず、半島の内側に位置する、日本最大級の藻場である野付湾において、北海道遺産に指定されて
いる打瀬舟による北海シマエビ漁を視察した。野付半島のルールとして、打瀬舟は漁師が基本的に一
人で行っており、二人で乗っているのは後継者に指導中の舟であるということや、舟のスクリューで
エビが生息するアマモを傷つけないために打瀬舟を用いた漁法が導入されていると解説を受けた。
　次に、海水に浸食されて立ち枯れたドドマツが
あるトドワラを視察し、自然の地盤沈下がもたら
す環境や観光への影響や、近年の冬の観光客誘致
活動における工夫について説明を受けた。
　視察後、野付半島ネイチャーセンターにて、適
切な資源管理による地元産業と伝統漁法を活用し
た観光振興の取り組みについて、センターの活動
も踏まえて説明を受けた。北海シマエビの漁期は
夏と秋となっているが、漁期は直前にならないと
決まらず、資源調査の結果をもとに漁協で通称「エ
ビ会議」と呼ばれる会議が開催され、その年の資
源推定量をもとに漁獲量を決定していると説明が 打瀬舟漁

	 視察場所（野付半島）� OpenStreetMapを掲載
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なされた。また、現在では珍しい伝統漁法である打瀬舟の風景は、資源管理上にも重要な役割を果た
すとともに、多くの人々を魅了し観光資源にもなっている。行政や漁業者などが一体となった官民協
働で、伝統漁法の打瀬舟と、景勝地トドワラやアザラシなど他の観光資源と組み合わせたクルーズを
展開しており人気を集めているとのことであった。
　石下氏と当技術委員との討議・意見交換において、各委員から半島がもたらす自然の豊かさとそれ
を地域産業と結びつける観光振興策について、季節ごとの魅力の打ち出し方や効果的な集客手段とし
てのSNSの活用、観光客の野生生物の餌付け問題、打ち上がった海草の有効活用などについて活発な
意見交換が行われた。また、地元住民への環境教育プログラムを提供していくことが「湿地資源の賢
明な利用」の継続につながるとの意見があり、新庄技術委員長からは、「生態系の移り変わりを観る
ことができる貴重な場所であり、地元住民への聞き取りなどを通じで変化の記録を残してもらいたい」
とのまとめがあった。

トドワラ

打瀬舟

北海シマエビ

討議・意見交換

打瀬舟漁を視察

トドワラへの木道
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３．調査研究報告書について
　平成28年度から30年度の３年間、年に２～３回の技術委員会に加え、２回の現地検討会を開催した。
技術委員は、「湿地資源の賢明な利用」という調査研究テーマについて、精力的かつ貪欲に向き合い、
ここに報告書が完成した。多忙の中原稿を執筆いただいた技術委員、そして現地検討会等においてご
指導・ご協力いただいた方々に心より感謝を申し上げる。
　今後、技術委員が示したこの報告書に記載されている重要な知見・見解を活かし、当センターにお
けるワイズユースの推進や湿地保全に関する普及啓発活動を展開していきたい。

４．むずびにかえて
　この報告書を集大成として「湿地資源の賢明な利用」をテーマとした３年間の調査研究活動を終了
し、平成31年度からはまた新しい３年間が始まる。湿地のワイズユースを推進する上で欠かすことの
できない人間活動、産業などの幅広い分野から、その時の情勢やラムサール条約事務局の動向等を考
慮し、新たな研究テーマを決めることになる。
　なお、この調査研究報告書は釧路国際ウェットランドセンターのホームページからダウンロードす
ることが可能となっており、過去の調査研究書も一読していただければ幸いである。
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